
皆さんも「博士」を目指してみませんか？

皆さんは、「博士(はくし、はかせ)」という言葉を聞いて、どのようなことを思い浮かべますか。
学士課程を卒業すると「学士」、修士課程(博士前期課程)を修了すると「修士」、そして、博士後期課
程を修了すると「博士」の学位が授与されます。世界では「博士」は知のプロフェッショナルとして
別格の扱いとなり、世界に通用する「知の創造へのパスポート」です。

現在、大学、企業、政府は、博士後期課程を充実させ、優秀な人材を育成することに一丸となって
取り組んでいます。このパンフレットでは、「博士」の魅力や「博士」への期待をお伝えします。

「博士」
 のすゝ め 



　現代社会には解決すべき課題が山積しています。いまだ人類が認識
さえしていない課題も多くあるでしょう。そのような課題をいち早く見つ
け出し、熱意と責任感、そして「創造性」を発揮し、斬新な発想で解決する

1. 今、社会が求める人物像とは？　「志」を持つ課題発見・解決型人材への期待

博士後期課程と研究活動
　大学でなぜ、「研究」を行うのか考えてみましょう。

　皆さんは、高校までの勉強と「研究」は、どのように違うと思いますか？
高校までの勉強では、答えが用意されている問題が与えられ、正しい
答えを導くことが主な活動です。

　一方、「研究」は人類が過去に知らなかったこと、実行していなかった
ことを実際に行い、新たな真理の探究や仕組みを作り上げることです。
多くの研究成果によって人類は科学技術を発展させ、社会を豊かにして
きました。

　研究に一番重要な要素は「知的好奇心」です。世界の誰もまだ知らな
いことをワクワクしながら明らかにしていく。それが博士後期課程です。
そこでは、なぜこうなるのだろう？どうしてなのだろう？という好奇心から、

博士後期課程が課題発見・解決型人材を育成する
　重要なことは、博士後期課程で学ぶことは「専門性」だけ
ではないという点です。その重要なことの一つは「自主性」
です。主体性と言っても良いでしょう。研究は、すでに明らか
になっていることに立脚し、まだ世界の誰も解決していない
課題を自ら設定するところから始まります。先人の業績を
踏まえて、問題を解決するための研究計画を自ら立案して
実施します。

　その際、人を説得する「コミュニケーション力」、議論を
深める「柔軟な思考力」、緻密に計画し、実施する「マネージ
メント力」、皆を引っ張る「リーダーシップ力」などが極めて
重要です。そして当然、失敗することもあるでしょう。不確実
でもリスクを取って研究を進める「冒険心」も必要です。
そうです、博士後期課程で研究活動を行うことは「課題
発見・解決を行うプロセス」を学ぶことなのです。

　研究を進めるうえでは、社会のことをよく知っていなけれ
ばなりません。世の中の流れを知り、社会の構造を知り、
世界の中で自らの今の立ち位置を知って、はじめて適切な
課題が設定でき、皆の協力が得られます。そのため、科学
だけではなく、社会や歴史、芸術、経営、マーケティング等の
幅広い知識や高い見識が必要です。これこそがリベラル
アーツ。それなくして、人類のための「知の創出」「課題
解決」はできないでしょう。

　博士後期課程で身につけた力は、どのような分野に対しても有効です。「未開拓分野を切り拓く力」を身につける、これこそが博士後期課程で得られ
る一番の成長です。この力こそ、専門分野を離れても役に立つ、普遍的な、社会が求める能力なのです。「博士」となってその能力を、科学技術の分野
だけではなく、政治や経営などあらゆる分野に適用して、世の中を良い方向に変革する。その力を持つという証しが「博士」の学位です。

2. 社会を変革する人材としての「博士」

人材が求められています。また、皆さん自身が実現したい世の中の姿が
あるでしょう。「志」を持ち、人と違う考え方と行動で「社会を変革する
リーダー」が、今、社会から求められています。 

心のうちから湧き上がるモチベーションによって自ら学び、それらの問い
に答えていきます。また、志を共にする多くの博士後期課程の学生や
大学教員、研究員などの研究者との出会い、研究発表などを通じて互い
に議論し、切磋琢磨しながら創造的に研究を進めます。

　修士課程修了後、標準的には３年間、充実した時間を過ごし、科学と
技術に向き合います。そして、知識を縦横無尽に使いこなし「新たな知を
創出」します。修士課程では「研究」の入り口しか見ることができませんが、
博士後期課程では「人類で初めて」のこと、「世界で自分しかできない」
ことに本格的に取り組みます。

　「自分はそんなことできないよ」とお思いではありませんか？大丈夫
です。適切な努力で知を創出するプロセスを学ぶことができます。大学
の教員や研究員が皆さんをしっかりとサポートします。



社会では「博士」に対して、「課題発見・
解決のプロフェッショナル」としての
期待がますます高まっています。博士後
期課程修了後に、大学や研究機関で
活躍する科学者になるのも良し、企業に
入って活躍するのも良し、起業するのも
良し、あるいは、官僚や政治家として
活躍するのも良いでしょう。幅広いキャ
リアパスが考えられます。
研究開発型の企業においては、博士
が活躍する場面がどんどん広がってい
ます。

 海外では一般に、研究職には博士の学位取得者しか就けません。グロー
 バルな仕事に取り組むためには、博士の学位を取得し、世界の研究者と
 対等に意見交換していくことが重要です。日本の企業においても、世界を
 相手に仕事する上で、博士の学位は不可欠な要件になりつつあります。

 博士後期課程修了後、97.6%の人が大学や企業で職を得ています(平成
 24年度「八大学工学系連合会資料」)。博士は研究職に就く割合が高く
 なります。(修士約6％、博士約39％「文部科学省・科学技術指標2021」)

 「博士」の企業での評価は高く、学士、修士課程修了者よりも、博士後期
 課程修了者の方が社内的に高い評価を得ているという統計があります。
 (「文部科学省・民間企業における博士の採用と活用（2014年12月）」)

3. 「博士」を取り巻く環境

4. 博士後期課程の学生への経済的支援

日本政府による取り組み
【日本学術振興会 特別研究員制度等】
採用されると年間240万円程度の研究奨励金が支給されます。返済義
務はありません。その他、博士後期課程学生の海外の研究者との共同研
究を支援する制度等もあります(若手研究者海外挑戦プログラム等)。

　政府、産業界、そして東京工業大学では、現在、博士後期課程学生に
対する支援体制を大幅に強化し、皆さんが不安なく博士後期課程に進ん
で研究を進められるよう、環境を整えています。本学では、博士後期課程
に在籍するほぼ全員の学生が、なんらかの経済的支援を得ています。

東京工業大学としての取り組み
【本学独自の経済支援制度】
「東京工業大学つばめ博士学生奨学金」(経済的理由によらず全学生を
対象とした本学独自の給付型奨学金、年間48万円、2年次以降で特に
優秀な学生は63.54万円)や授業料免除制度等が用意されています。

【高度人材育成博士フェローシップ】
科学技術イノベーション創出を担う博士後期課程学生の処遇向上と
キャリアパス支援を目的として、フェローシップ制度を実施。当該制度に
採用されると年額210万円（研究専念支援金180万円、研究費30万円）
のフェローシップが支給されます。

【殻を破るぞ！越境型理工系博士人材育成プロジェクト】
挑戦的・融合的な研究を支援し、優秀な博士人材が様々なキャリアで
活躍できるよう、汎用力及び研究力向上を促進するプロジェクトです。
採用されると年額220万円（研究奨励金180万円、研究費40万円）が
支給されます。

【卓越教育院】
全学横断型の修博一貫の大学院プログラムとして、３つの卓越教育院
(裏面参照)が設置されています。博士後期課程学生が経済的支援
(つばめ奨学金を含めて最大250万円/年程度、返済義務なし)を受け
ながら、研究室での研究も大切にしつつ、企業、国や自治体、海外機関の
方々などとの出会い、様々なイベントを通じ、広く深い知識と経験を身に
つけるプログラムを提供しています。キーワードである異分野融合の下、
新しい価値観で社会を変革する知のプロフェッショナル、リーダーとなる
人材の輩出を目指します。

民間等の取り組み
【企業・財団の奨学金制度】
民間企業・財団なども、博士人材を育成するための奨学金を導入してい
ます。例えば、日本化学工業会(月額20万円）、吉田育英会(月額20万円
に加え、学費相当額と一部研究費)などがあります。

 A社（国内大手製造業）では、同じ職階での給与は、修士課程修了者より
 博士後期課程修了者のほうが高くなっています。

 B社（国内大手製造業）では、上位の役職者の人数における博士後期課程
 修了者の割合が高くなっています。

 採用者に対する博士後期課程修了者の比率が年々向上している業界も
 あります。

出典： 文部科学省　科学技術・学術政策研究所　「科学技術指標2021」

理工系博士課程修了者の
職業別の就職状況

理工系修士課程修了者の
職業別の就職状況

教員

その他の専門的・
技術的職業従事者

事務従事者

その他

研究者

教員

その他の専門的・
技術的職業従事者

事務従事者 その他

研究者

技術者
技術者

博士後期課程の学生に対する支援のポイントは「経済的支援」と「出会い
や新しい価値観に触れるチャンスの増加」です。ここでは、様々な支援
体制を紹介します。



 修士課程の研究を更に深め、もっと自分なりのアプローチで研究に取り組みたいという気持ちが膨らんだため （大学教員・30代女性）
 研究テーマが楽しく、博士まで続けたかったため （国立研究所研究員・30代女性）
 研究者になりたかったので必要だったため （国立研究所教員・30代女性）
 探究心と好奇心、そして親の後押しがあったため （企業研究職・30代女性）
 恩師の勧めがあったため （企業研究開発職・30代男性）
 職場で「社会人博士」から話を聞き、海外では、博士の学位取得によって研究開発だけでなく、様々な業務を任せてもらえることを知ったため
 （外資系企業プロジェクト担当・30代男性）  (注: 社会人でも博士後期課程に進学し、博士取得を目指すことができます)
 修士課程修了後、社会人になったが、研究者として中途半端だと感じたため （国立研究所グループ長・40代男性）
 専門性を身につけたい、留学もしてみたい、と思ったため （企業研究員・40代女性）
 海外で働くことを視野に入れると、博士を持っていないと研究者としては見なされないため （大学教員・40代男性）

 博士後期課程では、課題設定や問題解決のための論理的な考え方を学ぶことができ、「新しい価値を創出するプロセス」を体得することができます。
 研究を楽しみつつ進めることにより、社会の中における技術を高い視点から俯瞰して見られるようになり、創造力の鍛錬が行われます。
 様々な分野で独り立ちできる自信がつき、その後のキャリアパスの選択肢が広がります。やりがいのある仕事に恵まれる可能性が高く、活躍の
 チャンスを増やすことができます。

東京工業大学において修士課程から博士後期課程まで一貫の大学院教育プログラムである卓越教育院を紹介します。
皆さん、これら卓越教育院で一緒に学んでみませんか？

物質・情報卓越教育院 （TAC-MI）

ビッグデータ、AI/IoTなど情報技術を自在に
活用することにより、日本が得意な「ものつく
り」を大きく発展させ、新産業やそれを支える
新学問を創出する「複素人材」を育成します。

「複素人材」とは、情報科学・情報技術を有効に
利用し、複眼的・俯瞰的視点から発想することに
より、材料設計にとどまらず社会で必要となる
サービスにまで繋げて発想し、「もの」を通じて
新しい社会を構築する人材です。

東工大の物質・情報に関する高い研究・教育力
を結集し、さらに産業界、国立研究機関および
海外機関の協力のもと、修博一貫の国際的に
卓越した博士教育を実施します。 

超スマート社会卓越教育院 （WISE-SSS）

サイバー空間とフィジカル空間の技術に加えて、
最先端の量子科学を融合する能力を併せ持つ、
超スマート社会（SSS: Super Smart Society）
を牽引する人材を育成します。

量子科学と人工知能の基幹的学力を有し、
サイバー空間・フィジカル空間にまたがる専門
分野で独創的な科学技術を創出する知のプロ
フェッショナルを養成します。

「超スマート社会推進コンソーシアム」を介して
企業・自治体・国研・海外機関と連携し、オープン
エデュケーション（社会連携教育）とオープン
イノベーション（異分野融合研究）の融合教育を
実施します。

エネルギー・情報卓越教育院 （ISE）

「ビッグデータ科学（AI解析+データ科学）」を
活用してサステイナブルなエネルギー社会を
デザインする「マルチスコープ・エネルギー
卓越人材」の育成を目指します。

「マルチスコープ・エネルギー卓越人材」とは、
多分野の知識を再体系化して俯瞰する「多元的
エネルギー学理の軸」に加え、情報技術を駆使
してビッグデータ科学を活用する「ビッグ
データ科学の軸」、現在を分析し未来をデザ
インして社会を牽引する「社会構想の軸」を
備えたグローバルな人材です。

企業、国内外公的研究機関、大学からなるコン
ソーシアムと一体で運営しながら、博士人材
育成を推進します。

　現在、科学技術の高度化への対応、産業創出力の強化と
いった観点から、社会の「博士」に対する見方が大きく変わって
きています。「博士」は、科学技術に対する高度な理解力を有し、
課題発見力・解決力を有する「プロフェッショナル人材」です。

東京工業大学 益学長より

東京工業大学｠
学長｠益｠一哉

東京工業大学では、高い専門力を持つとともに広い視野を有
する(リベラルアーツ)人材育成を重視しています。産業界と
協力して博士人材を育成して参ります。

5. 博士後期課程進学のきっかけ

6. 「博士」のメリットについてのまとめ

7. 卓越教育院の紹介

学務部教育プログラム推進室
tak.sui@jim.titech.ac.jp

お問い合わせ先
EメールQRコード
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日本化学会会誌「化学と工業」2021年1月号や、様々な方へのインタビューより


